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１．電気泳動の原理と種類
２．アガロースを選択する
３．試薬の調製
４．電気泳動の実際
５．DNAの検出 
６．アガロースゲルからのDNAの回収

第９章  ポリアクリルアミドゲル電気泳動
（小さなDNA断片の分離）

１．ポリアクリルアミドゲルについて
２．試薬の調製
３．ゲルの作製
４．電気泳動の実際
５．DNAの検出
６．ポリアクリルアミドゲルからのDNAの回収

第 10 章 PCR 法（DNAを試験管内で増やす）
１．PCR法の原理 
２．プライマーのデザイン
３．耐熱性ポリメラーゼの選択
４．PCR反応の実際
５．PCR産物のサブクローニング

●トラブルシューティング
● 付録（実験で役立つ便利なデータ集）

 上巻：DNA実験の基本をマスターする　目次


